
【収入保険】つなぎ融資が支えに！

【秋田県三種町 金子 誠さん（57）】

経営規模＝水稲10ヘクタール

「価格下落、天候不順
不可避なリスクも対象で安心」

減収だけでなく、価格が低下した場合、病気やけがなどで収穫ができな
い場合も補てんの対象となるなど、とても充実している保険。2021年に収
入保険に加入しました。補償限度が高く、カバーできるリスクの幅が水稲
共済よりも広いことが加入の決め手になりました。
昨年は米の価格が大幅に下がり、収入が減少したため、つなぎ融資をうけ

ることになりましたが、無利子で請求から支払いまでがスムーズでした。水
稲共済では被害申告をした後に損害評価が始まるため、評価が終わるまで
稲刈りができなかった。収入保険はその手間がなくなったので、自分のタ
イミングで刈り取りができました。

（農業共済新聞（秋田版）2022年６月15日より抜すい）


